行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 金澤　忠昭
	行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２８年９月８日（木曜日）１０時～１４：３０　　　天候：曇り

	場　所
	甲山森林公園　午前：正門～みくるま池～管理棟
午後：管理棟～西門～クサギの丘～シンボルゾーン～クスノキ並木～北入口～レストハウス～みどり橋～管理棟

	テーマ
	甲山森林公園の初秋の植物観察

	講師
	児玉　勝久　講師

	参加者数
	４０名

	内容
（項目と概要）
	座学：今月の樹「つる植物」：資料に基づき解説。

講義内容

1.起源（木と草に続く第3の植物としての「つる性植物」）
2.幹の構造（フジの導管の凄さを水をはったコップでストローのように実演）
3.よじ登りの５つの戦略（茎自体が巻きつく型だけではない）
1 寄りかかり型（ヒヨドリジョウゴ、ツルウメモドキ、ツルグミ）
2 巻きつき型（多くの種。右手親指型・左手親指型・両方向型）
3 鉤かけ型（枝由来の鉤・枝由来の刺・刺）
4 巻きひげ型（枝由来・葉由来・小葉由来・托葉由来・葉柄）
5 付着型（付着根（気根）・吸盤型）
4.樹冠で花を咲かすタイプ（テイカカズラ・イワガラミ・ツルマサキ）
5.ギャップを埋める（成長が早いから）、マトン群落（森林外縁を覆う）
6.人の利用（ブドウ棚・壁面緑化（ツタ・キヅタ）・紐・籠・蔓橋）
園内での観察。午前（10：40～12：00、午後(13：00～14：30）

午前中は主としてつる性植物の実際を観察
午後は、つる性植物の観察に加えて、冬芽の準備が進んでいることを観察した。

さらに、コナラを中心に当公園でもナラ枯れの被害が進んでいることを観察した。

つる性植物の観察
センニンソウ（葉柄）、オニドコロ（巻きつき・右手）、ブラックベリー（寄りかかり）、アオツヅラフジ（巻きつき・左手）、ヘクソカズラ（巻きつき・右手）、ノビドウ（巻きひげ）、ツタ（気根と吸盤）、ノダフジとヤマフジ（巻きつき・右と左）、サルトリイバラ（托葉由来の巻きひげ）アマヅル（枝由来の巻きひげ）、キカラスウリ（枝由来の巻きひげ＝ウリ系統は反転する）、ミツバアケビ（巻きつき型・左）、クズ（巻きつき型・左）、カエデドコロ（巻きつき型・左）
匍匐性のヒメツルニチニチソウなどは上へ登らないのでつる性植物とは言わない。

冬芽の観察
実の付いたケヤキの短枝は落とされているが、冬芽のついている長枝を落すことはない。（生き様を観る）その他、カキノキ・アカメガシワ・アラカシ・イソノキ・ウラジロノキ・サクラ・ヤシャブシ・モクレンなど多くの樹木で冬芽が作られているのを観察した。
昼休みには華埼律子さんによる「ゆるーいゲーム」で各自が１枚のカードに好きな平仮名を書き、人が移動して何文字かの単語を作るゲームを楽しんだ

	＜資料＞
	今月の樹「つる性植物」（児玉）。参考資料：「甲山森林公園のガイド指針（初秋編）

	まとめ・感想
	つる性植物のよじ登り方のいろいろについて詳しく観察できる機会を与えて頂き勉強になりました。匍匐型植物をつる性植物と混同していました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
